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分散型海洋レーダの実験

An Experimental Study on Distributed Ocean Surface Radar
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　海洋レーダは沿岸部に設置し、数十kmから200km程度の沖合の海域を流れる表層流を観測可能なレーダで

ある。この海洋レーダはHF帯の周波数を利用するが、レーダにフェーズドアレイアンテナを構成する場合

は、特に低い周波数において、波長の長さからアンテナ群の規模は数百メートルに及ぶ。海洋レーダの設置の

制限の多い海岸部においてこれらのアレイアンテナの設置の自由度を向上させるためわれわれは先に分散型海

洋レーダの提案を行った。分散型海洋レーダではアレイアンテナを構成するアンテナ1本1本に無線機を設置

し、これらの無線機が同軸ケーブルで接続されること無くお互いに同期を取ることでフェーズドアレイアンテ

ナを構成する。本研究では最初の試みとして、既設の9MHz帯受信フェーズドアレイ方式の海洋レーダのアン

テナ群の内1本に他のアンテナと同期可能な分散型受信機を設置し、受信実験を行ったので報告する。
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